
平成™˜年Ÿ月š˜日 月曜日 第œ˜›œ号官 報
高
速
道
路
の
料
金
の
額
及
び
徴
収
期
間
の
変
更
公
告

平
成
2
1年
３
月
2
7日
に
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
が
公
告
し
た
高
速
道
路
の
料
金
の
額
及
び
徴
収
期
間
の
一
部
を

下
記
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
の
で
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
3
1年
法
律
第
７
号
）
第
2
5条
第
１
項
に
基
づ
き
公

告
し
ま
す
。

平
成

2
1
年
８
月

3
1
日

西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
奥
田
楯
彦

記
１
．［
２
］
]
OW
に
次
の
と
お
り
加
え
る
。

企
画
割
引
「
関
西
国
際
空
港
連
絡
橋
移
管
特
別
割
引
」

イ
割
引
を
す
る
自
動
車

午
前
０
時
か
ら
午
前
４
時
ま
で
の
間
、
午
前
６
時
か
ら
午
前
９
時
ま
で
の
間
又
は
午
後
５
時
か
ら
午
後
８
時

ま
で
の
間
に
通
行
す
る
全
自
動
車
の
う
ち
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ー
ド
又
は

Ｅ
Ｔ
Ｃ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ー
ド
を
使
用
し
て
通
行
料
金
の
納
付
を
行
お
う
と
す
る
利
用
者
の
自
動
車
（
Ｅ
Ｔ
Ｃ

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
無
線
通
信
に
よ
り
料
金
所
を
通
行
す
る
自
動
車
に
限
る
。
た
だ
し
、
無
線
通
信
に
よ
る

通
行
を
意
図
す
る
も
、
事
情
に
よ
り
無
線
通
信
に
よ
る
通
行
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
無
線
通
信
に
よ

る
通
行
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
無
線
通
信
に
よ
り
通
行
し
た
も
の
と
み
な
す
。）。

た
だ
し
、
午
前
６
時
か
ら
午
前
９
時
ま
で
の
間
又
は
午
後
５
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
の
間
に
通
行
す
る
上
記

の
自
動
車
が
、
１
．［
２
］
]
�
通
勤
割
引
若
し
く
は
�
通
勤
割
引
（
距
離
制
限
緩
和
）
又
は
２
．［
２
］
]
�

通
勤
割
引
の
適
用
を
１
回
受
け
た
後
、
当
該
割
引
の
適
用
を
受
け
た
一
の
時
間
帯
（
午
前
６
時
か
ら
午
前
９
時

ま
で
の
間
又
は
午
後
５
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
の
間
を
い
う
。）に
料
金
所
を
再
度
通
行
す
る
場
合
を
除
く
。
ま

た
、
本
割
引
の
適
用
を
受
け
た
自
動
車
は
、
１
．［
２
］
]
�
通
勤
割
引
又
は
�
通
勤
割
引
（
距
離
制
限
緩
和
）

の
適
用
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

な
お
、
関
西
国
際
空
港
連
絡
橋
と
高
速
自
動
車
国
道
関
西
国
際
空
港
線
を
連
続
し
て
通
行
す
る
場
合
に
つ
い

て
の
本
割
引
の
適
用
回
数
は
１
回
と
す
る
。

ロ
割
引
率

午
前
０
時
か
ら
午
前
４
時
ま
で
の
間
に
つ
い
て
は
3
0パ
ー
セ
ン
ト
と
し
、
午
前
６
時
か
ら
午
前
９
時
ま
で
の

間
又
は
午
後
５
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
の
間
に
つ
い
て
は
5
0パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。

な
お
、
本
割
引
適
用
後
の
料
金
の
額
に
5
0円
未
満
の
端
数
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
2
4捨

2
5入
に
よ
り
、
5
0円

単
位
の
端
数
処
理
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

ハ
実
施
す
る
期
間

平
成
2
1年
９
月
１
日
か
ら
平
成
2
2年
３
月
3
1日
ま
で
と
す
る
。

ニ
そ
の
他

割
引
相
互
間
の
適
用
関
係
に
つ
い
て
は
、午
前
０
時
か
ら
午
前
４
時
ま
で
の
間
に
通
行
す
る
場
合
は
１
．［
２
］

]
~
と
読
み
替
え
、
午
前
６
時
か
ら
午
前
９
時
又
は
午
後
５
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
の
間
に
通
行
す
る
場
合
は

１
．［
２
］
]
�
又
は
�
と
読
み
替
え
て
１
．［
２
］
]
Ò
割
引
相
互
間
の
適
用
関
係
の
と
お
り
と
す
る
。

会
社
そ
の
他
の
公
告

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
、
丙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
、
乙
、
丙
は
解
散
す
る
こ
と
に
致
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
で
あ
り
、

各
社
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
平
成
二
十
一
年
六
月
二

十
六
日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
六
日

掲
載
頁

二
三
八
頁
（
号
外
第
一
三
六
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
六
日

掲
載
頁

二
三
八
頁
（
号
外
第
一
三
六
号
）

（
丙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
六
日

掲
載
頁

二
三
八
頁
（
号
外
第
一
三
六
号
）

平
成
二
十
一
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
二
丁
目
九
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
ニ
チ
イ
ケ
ア
パ
レ
ス

代
表
取
締
役

建
部

悠

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
二
丁
目
九
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
ニ
チ
イ
リ
ビ
ン
グ

代
表
取
締
役

寺
田

明
彦

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
二
丁
目
九
番
地

（
丙
）
株
式
会
社
ニ
チ
イ
ホ
ー
ム

代
表
取
締
役

常
盤

道
弘

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
一
、
乙
二
、
乙
三
、
乙

四
、
乙
五
、
乙
六
、
乙
七
、
乙
八
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
一
乃
至
乙
八
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
甲

の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
六

日
に
終
了
し
、
乙
一
乃
至
乙
八
は
会
社
法
第
七
八
四
条
第

一
項
に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
経
ず
に
本
合
併

を
行
い
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済

（
乙
一
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
六
日

掲
載
頁

二
三
九
頁
（
号
外
第
一
三
六
号
）

（
乙
二
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
六
日

掲
載
頁

二
三
九
頁
（
号
外
第
一
三
六
号
）

（
乙
三
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
六
日

掲
載
頁

二
三
九
頁
（
号
外
第
一
三
六
号
）

（
乙
四
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
六
日

掲
載
頁

二
四
〇
頁
（
号
外
第
一
三
六
号
）

（
乙
五
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
六
日

掲
載
頁

二
四
〇
頁
（
号
外
第
一
三
六
号
）

（
乙
六
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
六
日

掲
載
頁

二
三
九
頁
（
号
外
第
一
三
六
号
）

（
乙
七
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
六
日

掲
載
頁

二
四
〇
頁
（
号
外
第
一
三
六
号
）

（
乙
八
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
六
日

掲
載
頁

二
四
〇
頁
（
号
外
第
一
三
六
号
）

平
成
二
十
一
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
二
丁
目
九
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
ニ
チ
イ
学
館

代
表
取
締
役

寺
田

大
輔

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
二
丁
目
九
番
地

（
乙
一
）
株
式
会
社
ニ
チ
イ
の
ほ
ほ
え
み

代
表
取
締
役

大
場

健
介

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
二
丁
目
九
番
地

（
乙
二
）
株
式
会
社
ニ
チ
イ
の
き
ら
め
き

代
表
取
締
役

河
瀬

葉
子

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
二
丁
目
九
番
地

（
乙
三
）
株
式
会
社
ニ
チ
イ
関
東

代
表
取
締
役

田
口

雅
男

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
二
丁
目
九
番
地

（
乙
四
）
株
式
会
社
ニ
チ
イ
ケ
ア
長
野

代
表
取
締
役

越
川

裕
子

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
二
丁
目
九
番
地

（
乙
五
）
株
式
会
社
ニ
チ
イ
ケ
ア
岐
阜

代
表
取
締
役

栢
本

康
生

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
二
丁
目
九
番
地

（
乙
六
）
株
式
会
社
ニ
チ
イ
ケ
ア
愛
知

代
表
取
締
役

速
水

修
二

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
二
丁
目
九
番
地

（
乙
七
）
株
式
会
社
ニ
チ
イ
ケ
ア
京
都

代
表
取
締
役

山
西

良
弘

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
二
丁
目
九
番
地

（
乙
八
）
株
式
会
社
ニ
チ
イ
ケ
ア
兵
庫

代
表
取
締
役

毛
利

晴
一

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
及
び
丙
の
権
利
義
務
全

部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
及
び
丙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
で
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
四
日

掲
載
頁

一
七
九
頁
（
号
外
第
一
三
三
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
日

掲
載
頁

一
三
一
頁
（
号
外
第
一
六
〇
号
）

（
丙
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
二
十
一
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
千
代
田
区
富
士
見
一
丁
目
三
番
一
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
角
川
モ
バ
イ
ル

代
表
取
締
役

福
田

全
孝

東
京
都
千
代
田
区
富
士
見
二
丁
目
一
三
番
三
号

（
乙
）
株
式
会
社
ム
ー
ビ
ー
ゲ
ー
ト

代
表
取
締
役

井
上

泰
一

東
京
都
千
代
田
区
富
士
見
一
丁
目
三
番
一
一
号

（
丙
）
株
式
会
社
角
川
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

œ
村

弘
一

™Ÿ
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